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4 rJ 19日-21臼まで、 ド之妊!日の生JJ.1足.':.汁FJI十1'.では 7年に 1}支の往11ftがかれわ

れ、多数の人でに きわ いました。
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戚

メ
ー
ト
ル
で
、
六
畳
と
四
畳
半
の
部
屋
の

ほ
か
ト
イ
レ
と
台
所
が
つ
い
て
い
ま
す
。

一
階
に
は
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
、

集
会
室
や
学
習
室
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
母
子
寮
は
、
昭
和
二
十

九
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
平
家
建
て
の

建
物
で
、
最
近
で
は
老
朽
化
が
進
み
、

ま
た
低
地
に
建
物
が
あ
る
た
め
、
梅
雨

時
な
ど
の
大
雨
で
、
近
く
の
川
か
ら
あ

ふ
れ
出
た
水
が
、
母
子
寮
に
流
れ
込
む

状
況
で
し
た
。

な
お
、
新
し
い
母
子
寮
の
南
側
、
約

一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
東
部
地
区
の

公
園
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で
、

皆
さ
ん

の
憩
い
の
場
所
と
な
る
こ
と
で

し
ょ、っ。

こ
の
た
び
旧
東
部
保
育
園
の
跡
地
に、

新
し
い
母
子
寮
が
完
成
し
ま
し
た
。

同
母
子
寮
は
、
市
が
総
事
業
費

一
億

六
千
万
円
を
か
け
て
、
昨
年
の
八
月
か

ら
工
事
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
延
面
積

一
千

百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

一
階
に
六
世
帝
、

二
階
と
三
階
に
そ
れ

ぞ
れ
七
世
桁

の
合
計
二
十
世
帯
か
入
居

可
能
で
す
。一

世
帯
当
り、

約
三
十
平
方

完成した鉄筋3階建ての新母子寮

大

地

震

に

備

え

家
屋
一
か
倒
れ
、
僑
の
般
国似
な
ど
に
よ
り

河
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
、
水
い
か
あ
ふ
れ

出
て
い
る
。

て

明るい台所
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修理・相談コーナーなど設け市
で
は
、
省
資
川
州
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
山
民
の
み
な
さ
ん
と
進
め
る
た
め
、

資
源
問
刷
推
進
本
却
を
設
け
、
い

ろ
い

ろ
な
刈
策
や
下
業
を
実
地
し
て
い
ま
す
。

そ
の一

つ
と
し
て
、
句
作

「
資
制
活

用
広
場
」
を
刷
似
し
、
ま
だ
卜
分
使
え

る
-
小
川
品
な
ど
の
有
効
利
用
を
凶

っ
て

い
ま
す
か
、
今
年
も
次

の
要
制
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

大
勢
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

H
i
リ
ト

一
日
川

(尚
一
大
の
場

8⑫4100内線295>

ム
ロ
は
十
八
日
川
)
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
。

と
こ
ろ
H
市
役
所
恥
↑
車
場
と
そ
の
周
辺
。

販
売
コ
ー
ナ
ー

①
不
用
品
コ
ー
ナ
ー
:
家
庭
に
あ
る
不

用
品
を
古
物
商
の
方
々
が
代
理
で
、

セ
リ
を
行
っ
て
版
売
し
ま
す
。資
源
活

用
推
進
月
間
中
、
登
鈍
さ
れ
た
も
の

で
希
望
者
の
な
か
っ
た
も
の
も
、
こ

こ
で
版
売
し
ま
す
。
出
口
問
者
に
は

版
売
手
数
料
と
し
て
、
一

O
%
を
版

売
価
格
か
ら
差
し
引
き
お
支
払
い
し

ま
す
。

(
泊
算
は
午
後
四
時
三
十
分

か
ら
立
時
)
な
お
、
品
物
の
運
び
込

み
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
同
十

時
ま
で
の
聞
に
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

②
処
分
品
コ
ー
ナ
ー
・
事
業
所
の
ス
ト

ツ
ク口問

(
よ
ご
れ
物
、
は
ん
ぱ
物
な

ど
)
、
市
価
の
半
値
以
下
で
版
売
で

き
る
実
用
品
を
対
象
と
し
ま
す
。

修
理
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

日
カ
サ
、
な
べ

な
と
家
庭
用
品
の
修
理
、
ま
た
ヒ
ュ

ー
ズ
、
プ
ラ
グ
の
取
り
体
え
な
ど
簡

単
に
で
き
る
電
気
工
事
や
家
庭
電
化

製
品
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
い

ま
す
。

む
だ
を
な
く
す
生
活
展
ハ
忘
れ
、
ガ
ス
、

五
千
川
、
水
辺
な
ど
の
正
し
い
利
用
打

法
や
器
具
の
間
半
な
修
埋
打
法
な
ど

に
つ
い
て
、
生
活
展
を
市
役
所

一
階

ロ
ヒ
|
で
行
い
ま
す
。

※
当
日
は
、
駐
山
平
凶
怖
の
ス
へ
|
ス
に
以

リ
が
あ
り
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け

卓
で
の
参
加
は
ご
遠
庖
く
だ
さ
い
心

〈生活環境課生活係

大

地

震

に

備

え

て

第
一
回
上
田
市
防
災
誠
練
を
実
施

東
海
地
援
な
ど
大
刑
七
地
良
に
備
、
ぇ
、

国
で
は
、
大
規
模
地
道
対
策
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
地
長
防
災
対
策
強
化
地
域

(県
下
で
は
、
飯
田
市
な
ど
十
八
市
町

村
)
を
指
定
し
、
該
当
地
域
の
防
災
計

画
で
、
地
域
住
民
の
避
難
訓
練
な
ど
の

行
政
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

上
田
市
は
、
強
化
地
域
に
は
入
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
大
地
保
に
備
え
て
、

上
田
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
地

μ
に
焔
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
瑞
と
し
て
、

防
災
訓
糾
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
リ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
の
も
と
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防

災
思
忽
の
高
山
仰
と
闘
係
機
闘
相
互
の
協

力
体
制
の
僻
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
，

〈実
施
月
日
〉

虻
月
三
卜

一
H
川

〈実
施
範
囲
〉

第

一
分
川
地
区
(点
部
地
区
と
償
問
)

〈
本
部
設
置
場
所
〉

上
田
市
第

一
中
学
校

〈想
定
の
概
要
〉

μ皮，
h
以
l
と
川
芯
わ
れ
る
地

μ
が
発

〈

5
月
引
日
出
〉

生
し
、
市
内
に
被
害
が
発
生
し
た
。
東

部
地
区
が
特
に
、
被
害
が
大
き
い
模
様

で
、
第
一
中
学
校
に
対
策
本
部
を
設
置

す
る
。
伊
勢
山
呂
付
近
か
ら
火
災
発
生
、

西
北
西
八
メ
ー
ト
ル
の
風
に
あ
お
ら
れ
、

東
方
へ
延
焼
拡
大
の
危
険
あ
り
。
ま
た
、

家
屋
が
倒
れ
、
僑
の
破
損
な
ど
に
よ
り

河
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
、
水
，か
あ
ふ
れ

出
て
い
る
。

〈
避
難
訓
練
の
範
囲
〉

横
町
の
一
部
、
材
木
町
の
一
部
、
そ

の
他
の
自
治
会
は
自
由
参
加
。

一
中
・

東
小
の
児
童
生
徒
、
そ
の
他
の
団
体
は

自
由
参
加
。

〈
模
範
避
難
訓
練
〉

上
田
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
救
助
袋

に
よ
る
救
助
、
ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
救
助

か
行
わ
れ
ま
す
。

仁三寸
9 : 00 10: 00 11 : 00 12 : 00 
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管 報発 令 訓練 ←今

通報訓練 ド:
ーも'

ぷi食出動訓練 ←『今

対策本部設置訓練

+-ーー-'-今一一l . 次 : 

火 災 ~，、 定訓練 :2次

3次

水 防訓練 ・
・
・

通 {言 訓練

数出数助訓練
-・ ・

政談所開設 訓 練

J笠憾所|非l設訓練

車合 食 訓練

給水訓練

l県会庁訓練 。: 沌一一←→ 。

訓練終了式 ←→ 

(5月31日)防 災総合訓練種目別時間表
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白J弓選挙の知識

髄⑧
「安全運転指導者制度に~

レ ご加入くださいJJ
j 表示とまっ消

〈自家用自動車組合E⑫0595・⑮1875> t 
{ 選挙人名簿に盗主主されている人が、選挙権の出版的安

i件(禁治産者及び犯罪者など)に該当して選挙権をイずし

現紅、自家用自動車を 5台以上〈乗卓定員 11人以上の!なくな った場合、及び当該市町村の区域内に住所をイ{し

自動単については l台)使用している事業所においては、{なくなった場合(転出、職権消除など)には、 l立ちに j:s

運転管理者が置かれ、逆転者や単耐の管 j挙人名簿の登録をまっ消されるわけでなく、い うたん選

理が徹底され、交通事故の防止が図られています。)挙人名簿上にその旨の表示がされます。 そして表ぶされ

とこ ろで、 このたび自家用自動車を 3台から 4台使用 iた人が選挙人名簿に登録される資俗を回復すれば、その

してい る事業所を対象に、安全運転管理者制度に準じた j表示はj削除されます。

安全運転指導者制度の運用を開始しましたので、相極的; また、選挙人名簿に登録されている者が、次の事項に

な加入をお勧めしま す 。 ( 該 当 す る 場 合には、直ちに名簿からまっ消され、 (2)，(3) 

E はその旨告示されます。
〈安全運転指導者の資格要件> ~ 

$ (1) 死亡、または日本国籍を失なったとき 。
事業所の うちで、最も適任と認められる人を選任して i

~ (2) 転出の表示をされた人が、当該市町村の区域内に
くださし 、。 もちろん事業主自身でも結構です。~

o T. 住所を有しなくなった日後 4か月を椛過するに至っ

く制度の活動内容> ~ たとき。

。年l回以上、公安委員会による講習を実施します。

。道交法改正要点など、交通安全を進めるための各種資

料を配付します。

(3) 登録の際に登録されるべきでなかったとき 。

緑化樹木の即売会
。各種交通事故防止運動の実施と優良事業所の表彰をし Et 営林署で育てた緑化樹木、苗木の即売会を次により行
ます。 Jiいます。家庭や職場の緑化に活用してください。

。シー |ベルト稿用者に対するミニ表彰状を、?伐刊に iくと 主>5月8日(木端日)午前9時から午後3時まで

代わ J て 交付してもらいます 。 ~ くところ〉 東部町結締化事業所

感電事故をなくそう

惨こいのぼりを立てる時、しまう時電線に注意4

炉特に金属製のポールは危険です 4

①こいのぼりを立てる位置

さお(ポール)+こいの長さ以上

屯線からはなれた位置に立てま

、、
、
、、、、

‘.育園
E
E
E

・E

・
-
E

・E

・-
E

・E

・E

・-

• 

しょう 。

くf$i!J>ポール(lOm+こい (5m)

+安全距離(3m)=18m

1;こいのぼりを立てるとき、しま

っとき

なるべく Hli~めないときを選んで

行いましょう 。 さおやポールが

i是いときは、 2人以上て‘行いま

しょう 。

10m 

、、、、、
1(IOm+5m+3m)18m以上
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中

少年補導委員会は、自治会から推騰された801円、各

学 校 1名の教師、管察署婦人補導員 1名の合計 110名

で組織され、問委員の皆さんは市長め委嘱を受け、 I~

少年問題に正面から取り組み活動してい ます。

かつて流行した青少年のインベーター病対策など、今日までに数多くの青少年を悪の道から守り 、数っ て環境

浄化活動に活躍されています。

こうした活動をされている同委員の皆きんに対して 、市民の皆さんの温かい こ理解とこ |揚力をお願 L、します。

なお、青少年に関する相談部門は、この組織と長腹になっており、問委員の皆さんが窓口にもな ってい ますの

で、お気軽にご相談くた唱さい。

子司監

54・55年度少年補導委員名簿
住 所 ( 自 治 会) 五話 111地区| 氏 名

踏入 2-16-44 (路入) 122-3175 111 田中良平

常田 3-9 -17 Uづ吉田 ) 122-9329 111 1治水徳 一

常国 2-28-20 (中常国 ) 122-267aIII神 |春原敬邦

常国 2-3-8 (下常国 ) 1 22ー 0948111 寺 口偏伸

中央 2-16-23 (北常国 ) 1 24-392~II I 科 | 荒井正人
中央 2ー 18-12(材木町) 122-4320 111 坂口 幸 一

大屋123の 4 (大屋) 35-型空 1山|佐必 ，巴
若久保1562(みすず台北) 135-面函 1工 | 宮 之 上 孝 司

国分1013(国分) 122-7960 111四 | 神 林 欣 也

国分 ]-]-19(上沼) 122-4646111出 l蒔田五時造

天神 4-4-8 (南天神町) 122-2356 IL~ 1若林敏雄

天神 1-2 -30 (北天神町) 124-6037JII : 1原 柳平

中央 2-6-5 (松尾町) 1 22-0041 111回 |中沢英一

中央 1-4 -16 (鷹匠町) 122-6186111市 |金沢 潔

中央 2一7一18(本町) 1 23一0243111二H刻口光義
一 一

大手 1-2ー 19(末広町) 1 22-4745111ナ川本 康国

大手 1-8-19(大手町) 1 22一0281111出 |松崎孝顕

中央 2ー 18-33(償町) 1 22ー 153om商 |宮沢吉喜兵衛

中央 2-8-9 (海野町) 122-040u二 |勅使川原 功

中央 3-3-18(原町) 1 22ー 1099111:1佐必秀子

中央 3ー 15-4 (馬場町) 1 24-8815 111悶 l竹下茂夫

大手 2-6ー 20(丸樹町) 1 2 2 -46 1 ~il 5j IJ I 滝沢勇二
中央 4-19-3 (木町) 1 22-6432 L; 1藤極直美

中央西 1-4 -24 (北大手町) 122-3028 111 nr 1鎌原茂好

上回 1653-6 (上川原柳町) 1 27ー 2716111過 |小山幸雄

中央京13-7 (下川原何11町) 127-3254111:1南沢祭善

中央 6-12-8 (愛宕町 ) 122-2870 111 x 1笠原藤治

中央 6-4-2 (鍛冶町) 122-0632 il窪|寓沢 正
1 目i:t

中央 5ー 1-5 ¥下房山 ) 122-0403 L< 1西沢治三

中央北 1-3-8 (新聞 ) 1 22-4850 I1 5it 1赤羽売 二

常終城 1-4-9 (西脇 ) 122-9074 I1 (学校関係 j

常磐城 3-4-3 (諏訪部) 122-5457 11 い 占明〆、

紋が ti:1 -8 -20 (触が 丘) 122-272811 来 小

紋が丘 1-5-16(新屋) ! 22-693q  小

常懲峨500.(緑が丘西) 122-2083 11 1北 ノト
常悠城 5-5 -32 (城北) [ 22ー 1196fI小 |城下小

秋和601(秋和 ) 124-1007 11 1 尻;j~
上温尻31(上t孟尻) ， 22-8349 11 い 辺小

下嵐尻15(下塩尻) I~~ -~~~号制 1 学| 小

原諸形956(諏訪形) 1 22-8272 !I Ilifl干万:
中村938-6 (中村) 1 22-3705 I1 ~型陵 IJ ，
諏訪形1430ー 19(朝日み丘) 124-7935 n校「亙亙面IJ，

三好町520(三好町) 124ー 022211 塩|旧小
中之条292(中之条) 122-587011 i百亙面不
中之条1356-24(千曲町) 1 22-8563 I1 1厨 IJ， 

上田原1027(川辺町) 123ー 1358~ i有互不
川辺町869-37(川辺町) 1 22-9419 ~ 

川辺町872(川辺町) 122-4819 

川辺町815(川辺町) |213824 
上国原1250(倉升) I 24-6348 

JII 市

(瞥察関係)

婦人補噂只

名
目
一日
一日
一ト
一日

目

立

与

一次
一
子
一J

U一山
一墨

付

一時
間
一日
一得

一

d
一盟
主
司
一樹
一幸
扇

町一
日
一七
一章
一笑
一夫
一
夫
一平
一皇
子
一治

一抗

日

一己
主
巳
一
千

L均

'常

盟
一守
一徳
一林
一宣一
点

，官、

展

盟
一妬

(地区関係)

ill三Eご
若 林

村総

'犬山

田中
古I\~

小 林

小林

平岡

藤 井

山辺

国中

上 村

村上

飯 島

部止旦
卸持

滝沢

三 僑

桜井

成沢

須泌

荻 野

山口

線谷

若 林

+州
北ト一一一

守砧

田口

77 木

氷井

加藤

西崎一旦
平怯

斉藤

吉sIi.t一平
和田

成田

小岩井

山崎

矢 野

J十 iJt
城ト一一一

Ji¥:: jf! 
矢杉

I竜 iR
小木曽

士主主 川

征矢野

中村

石井

t孟 i尺

東

南

同
唖
尻

央

昔日

神

JII 

中ー
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お知らせ
麻
し
ん
の

予
防
接
種
実
施

えつ

保
健
予
防
諜
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
8

有
線
②
0
7
2
1

.... ~ 814号 (盟諸説AEZ)一一一広報

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
今
ま
で
に
麻
し

ん
に
か
か
っ
た
り
、
以
前
に
こ
の
予
防

接
種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
該
当
し
ま

せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

〈
対
象
者
v

五
十
三
年
五
月
一
日
か
ら
五
十
三
年

十
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供

き
ん
。

(
五
十
三
年
四
月
三
十
日
以
前

に
生
ま
れ
た
六
歳
未
満
の
子
供
き
ん
で
、

い
ま
ま
で
実
施
し
た
機
会
に
で
き
な
か

っ
た
子
供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

〈
実
施
期
間

-a所〉

五
月
十
二
日
開
か
ら
同
月
三
十
-
日

川
凶

i
で
に
、

Z
J
ω
F
R
C
'ん
の
鎗
田
必
勝
技
能
以
の

4月12目、老人交通安全大会が老人福祉セ

; ンターで開かれました。交通安全に関する

: 映画の上映や上回答察署の巡視員さんによ

; る復話術(写真)などをとおして、出席した

; お年寄りは交通安全の重要性を理解しなが

ら、楽Lいひとときを過しました。

良
い
日
を
選
ん
で
、
下
表
の
委
託
医
療

機
関
の
う
ち
、
ふ
だ
ん
か
か
り
つ
け
て

い
る
所

へ
、
事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡

し
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
〉

①
種
痘
、
急
性
灰
白
髄
炎
(小
児
マ
ヒ
)、

風
し
ん
な
ど
の
予
防
接
種
を
受
け
て

か
ら
、

一
か
月
以
上
経
過
し
て
い
な

い
子
供
さ
ん
。

②
発
熱
、
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
の

あ
る
子
供
さ
ん
。

③
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、
肝

臓
疾
患
の
増
悪
期
、
ま
た
は
活
動
期

に
あ
る
子
供
さ
ん
。

④
卵
や
食
物
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起

こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ

て
い
る
子
供
さ
ん
。

⑤
注
射
に
よ
る
異
常
な
副
作
用
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
き
ん
。

⑥

一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の
症
状
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

品川
ν
M
M
句
、
/
マ
ー
ー
が
J

ロイ
/
H
，
ン
円
枠
江
ω刑
仇
τ
a
H又

け
た
子
供
さ
ん
。

③
そ
の
他、

予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が

不
適
当
な
状
態
に
あ
る
子
供
さ
ん
。

〈
持
っ
て
い
く
物
〉

①
送
付
し
た
通
知
書

(
必
ず
問
診
票
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い

)。

前
回
の
対

象
者
で
未
接
種
の
子
供
さ
ん
は
、

前

回
通
知
し
た
問
診
察
へ
記
入
の
う
え

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場
合

は
、
各
医
療
機
関
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②
母
子
健
康
手
帳
、

ま
た
は
健
康
手
帳
。

〈
そ
の
他
〉

注
射
後
、
副
作
用
な
ど
で
治
療
を
受

け
た
場
合
の
費
用
は
個
人
負
担
で
す
。

麻
し
ん
の
予
防
注
射
は
、
注
射
後
、

副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
こ
の
副
作
用
は
、
注
射
後、

七
日
か
ら
十
二

日
を
中
心
に
、
三
十
七

度
か
ら
三
十
八
度
五
分
以
上
の
熱
を
出

し
た
り
、
軽
い
発
し
ん
が
起
こ

っ
た
り
、

せ
き
、
鼻
水
が
出
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
一
般
に
特
別

の
治
療
を
受
け
な
く
て
も
回
復
し
ま
す

が
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
り
、
呼
吸

が
早
く
な
っ
た
り
し
た
時
は
、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り

愛
煙
家
に
聞
い
て
み
ま
す
と
、
た
ば

こ
を
吸
う
と

「
間
が
も
て
る
」

「忙
し

い
時
に
神
経
が
集
中
で
き
る
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
効
用
が
あ
る
よ
う
て
す
，

ま
た
、
昨
年
度
、
上
田
市
に
入
っ
た
た

ば
こ
消
費
税
は
、
三
億
五
千
万
円
で
、

た
ば
こ
は
市
の
収
入
の
豆
要
な
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
た
ば
こ
は
吸
い
過
ぎ
る
と

体
に
は
良
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で、

健
康
の
面
か
ら
も
う
一
度
、

た
ば

こ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ニ
コ
チ
ン
の
作
用

た
ば
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
ニ
コ
チ
ン

は
、
肺
や
気
管
や
口
中
の
粘
膜
か
ら
吸

収
さ
れ
て
血
液
に
入
り
、
全
身
に
ま
わ

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
に
影
響
を
与
、え

ま
す
。

た
ば
こ
が
腕
方
ン
め
主
因
で
あ
る
こ

L
L
N川
崎
、
ト

&
t
t
h瑚

s
h
わ
札
帯
、
山
、
主
千
1
L
V
A
旬

、

住

叫

(50音二目|買)

電話番号

38-2221 

22-3202 

22-3481 

22-1158 

35-0012 

22-0558 

38-2033 

35-0104 

22-6235 

22-1355 

22-0759 

22-1233 

27-6500 

23-2381 

22-3740 

22-0109 

22ー 0455

麻しん予防接種委託医療機関一覧表

医 療 機 関 名 |電話番号 11 医 療機 関名

ま沢医院(森)124-228011塩 田 病 院 (中野)

荒井 医 院(下紺屋町)122-047411嶋村内科小児科医院 (常磐 町)

安藤病 院 (北大手)122-258011城南 医院(御 所)

姫島 医 院 (築 地)122-5011 11豊田医院 (下紺屋町)

池田医 院 (川 辺 町)122-5凶 11新美医院(大屋)

~ m 医 院(浦 野) 131ー 200711日新堂病院 (馬場 町)

古 藤内科医院(馬 場町)122-0051 11僑 本医院 (舞 回)

的科ノl児科医院(国 分) 122-971611堀 内 医 院 (大 屋)

吐 三 療 所(長島)127ー 333111堀 内 医 院 (鎌原)

立f工科医院(新 田)122-008311松尾内科小児科医院 (下常国)

LE一内 科 ( 上底尻) 122-193611宮坂内科小児科医院 (下常国)

!町小児科診療所(石 神)138-306511宮下内科小児科医院 (上 堀)

!里町循環器科医院 (上川原柳)127-220011三原 内 科医院 (中之条)

生土 内科医院(下川原柳)127-666611三好町産婦人科医院 (御 所)

1竺外科医院(下青木)135一088711村上医 院 (末広町)

L藤医院(馬場 町)122一蹴l柳 沢病院 (北 大手)

佐藤医院(新 町)138-254311依田医院 (鍛冶町)

健
康
の
相
談
は

保
健
補
導
員
さ
ん
に
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っ
た
子
供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

〈
実
施
期
間
・
岨
帽
所
〉

五
月
十
二
日
開
か
ら
同
月
三
十
戸
日

ωま
で
に
、
子
供
さ
ん
の
健
康
状
態
の

だ (特集)ー(れ152Z級品) 第 814号~
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保健予防特集

偲
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

⑥
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の
症
状
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

⑦
ガ
ン
マ
ー
グ

ロ
プ
リ
ン
の
注
射
を
受

現
紅
、
保
存
血
液
が
大
変
不
足
し
て

い
ま
す
。
健
康
な
人
は
献
血

に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
さ
れ
ま
す
と
必
要
な
と
き
に
自

分
も
家
族
も
優
先
的
に
血
液
の
供
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
次
の
会
場
へ
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

尊い人命を救うため

献血にご協力を

二

一

O
、
第
一

中
川f
校
前

日
曜
広
場
(
海
野
町
通
り
)

日
叫
広
場
で
の
実
施
日
時
、
場
所
は

「
広
報
、
っ
、
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
献
血
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
万
に

は
、
生
化
学
検
査
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

六
項
目
(
肝
機
能
、
コ

レ
ス
テ

ロ
ー

ル
な
ど
の
検
査
)
を
従
来
の
検
奇
に

追
加
し
、
そ
の
結
果
、
異
常
の
認
め

ら
れ
た
方
に
は
、
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。

血
液
セ
ン
タ
ー
上
回
出
張
所

と

き

・:
毎
週
第
一

・
第
三
木
曜
日
の

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
医
師
会
内
の
血
液
セ

ン
タ

l
上
回
出
張
明

(中
央
二
|
二

健
康
の
相
談
は

保
健
補
導
員
さ
ん
に

移動採血車による献血 (日信工業で)

保
健
納
得
民
さ
ん
は
、
今
ま
で

「
母

f
保
健
推
進
只
」
と
し
て
妊
婦
の
健
康

や
育
児
問
題
な
ど
の
相
談
に
の
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
名
称
い
か
「
保
健

制
呼
民
」
と
改
め
ら
れ
、
業
務
内
容
も

ほ

f
だ
け
で
な
く
、
成
人
か
ら
左
人
に

い
た
る
ま
で
の
健
康
づ
く
リ
に
た
す
き

わ
り
ま
す
。

市
の
保
健
耐
と
連
絡
を
密
に
し
て
、

皆
さ
ん
の
健
康
維
持
と
病
気
の
早
期
発

凡
な
ど
脳
広
く
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お
気
軽
に
地
区
の

保
健
補
導

μ
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
健
補
導
員
さ
ん
の
名
簿
は
、

「広
報
う
え
だ
」
の
四
月

一
日
号
て
お

知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
。

家
庭
婦
人
の
皆
さ
ん

健
康
教
室
に
ご
参
加
を

日
本
人
の
寿
命
は
年
も
}
と
に
伸
び

よ
う
や
く
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
成
人
病
や
肥
満

者
な
ど
が
増
大
し
、
体
力
の
低
下
な
ど

の
新
し
い
健
康
問
題
が
生
ま
れ
て
き
て

い
ま
す
。

精
神
的
に
も
、
閃
体
的
に
も
、
よ
り

豊
か
で
充
実
し
た
健
康
的
な
生
活
を
送

っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
栄
養
、
運
動
、

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
に
影
響
を
与
、
え

ま
す
。

た
ば
こ
が
肺
方
ン
の
主
因
で
あ
る
こ

と
は
、
よ
(
知
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
仮

休
養
、
病
気
の
予
防
主
ど
、
具
体
的
に

わ
か
り
や
す
い
方
法
で
、
家
庭
婦
人
を

対
象
に
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
教
室
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
「
広
報
う
え
だ
」
で
募
集
し
ま

す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈

期

間
v

十
二
月
か
ら
五
十
六
年
三
月
ま
で
。

〈
会
場
〉

中
央
公
民
館
、
塩
田
公
民
館
、
農
村

環
境
改
停
セ
ン
タ
ー
。

〈
対
象
者
〉

一
般
家
庭
婦
人
。

〈
募
集
人
員
〉

作
会
場
と
も
、
問
卜
b
h
て
す

3

〈
内
容
〉

①
栄
養
の
講
義
と
調
理
実
習
。

②
成
人
病
予
防
の
講
義
と
調
理
実
習

ν

③
健
康
な
前

っ
く
り
に
つ
い
て
。

④
休
養
の
重
要
性
と
実
際
。

⑤
体
力
づ
く
り
運
動
c

⑤
楽
し
い
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
u
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予
防
接
種

②
生
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
一
か
月
以
内

の
時
は
、
予
防
按
穐
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

③
予
防
接
栴
を
受
け
た
当
日
と
現
日
は
、

入
浴
で
き
ま
せ
ん
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

の
時
は
、

B
C
G
の
接
種
目
を
含
め

三
日
間
入
浴
で
き
ま
せ
ん
。

(
た
だ

し
、
小
児
マ
ヒ
・
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
の
場
合
は
、
入
浴
し
て
も
芹
し
っ

か
、
え
あ
り
ま
せ
ん
)

次
の
事
項
に
ご
注
意
/

①
予
防
接
種
は
、
子
供
さ
ん
の
健
康
状

態
の
よ
い
時
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

病
気
の
時
や
医
者
に
か
か

っ
て
い
る

時
は
、
予
防
嬢
桂
を
受
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
な
お
、
セ
キ
、
鼻
水
な
ど

か
ぜ
の
症
状
が
あ
る
場
合
、
予
防
接

種
の
可
否
は
、
当
日
会
場
の
医
師
が

症
状
を
聞
き
決
定
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
直

接
会
場
の
医
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

え

各種予防接種目程表
(くわしい実地計画は、広報うえだでお知らせします。)

つ_~ 814号 (器持続A23)一一一広報

戸戸，

生対年月象日千防権利l名 対象年齢 期間別 実施日 後何i }j 法 通知 )j法

トー
生後 3か月~ +追IJ加回 54.7.1-

5月52月72日9~日
急性}i(白髄炎

春期
54'12. 31 小児?ヒ予防のため生ポ リオワクチ

例入i面白l
18か月 ンを 6週間以上町IlIj簡をおいて 2回

lポリオ} 秋期 初迫川回l 
55l. 1 -

101月11月42日8~日 (初回i且加)経口投与します。 !ム 事担
(48か月 ) 55. 6 '30 

トー
11切 3 -8 i&!lallUI隔で3回接種53. 1.1 -

1 lYI 53.6.30 8月19日~ 11 JYI-1 WI終了後12-18か月の聞に

三倍混合 生後24か月~
比半lY

51.7.1- 11月 7日
l回接続

H則
51'12. 31 日l則一小学校 6年生のときに l回嬢

(面白 ぜき)

48か月 例人ilIi知
傾(二車f!混合)

ジ7テリア 1 WI(48か月 ) 53.7. 1 - 蝦 51年 9月の法改正に1半フ1;IH幸方法 Iム鰍
IJYI 53.12.31 l月27日~

時 11，¥瓜 1I WI(66か月 )
下半期 として51年以前に 1WI2回以上受け

1I却l
52.1.1- 3月24日 ている人は IlWIは按被せず1111切に媛
52. 6 .30 

柿することになります。

生後18か月~
上半期

53. 5 . 1 - 5月1月2日~ 伽1耳lJ1長怖により実地します。

麻LA i 11l一I 生徒74283会カ3カ16内阿か月) ) R 

53.10.31 5 )'J 31日 例人j曲担l
委託している市内の医療機関に行っ

(Iiしか}
下下lYI

53'11. 1 - 11月1月02日9~ て筏H I民療機附こ'f訴に申し込んて桜何e 広 報
54. 4 .30 11 日

ト一一一一

倒人通知

1 ~凶同 一 0，汲かり 4歳ま てに l 回接階。

2回目ー小学校l年生の時に接向。

ヅベルク"ノ 月 l回 目
54.4.1- 7月 1日~ 3凶目 ー中学校2年生何時に楼附e
55. 3 .31 

B C C 7月15日 判定はソベルタ リン接的後48時間後
広報 l

に行い陰性おはその場でB.C.Cを

核 附。

ト一一一一

初問
51.4.1- 3 ，，)t-初固とし:7日-14日間隔で

52. 3.31 2回接略図
5月30日~ 個人通知l

日本脳尭 3議 -15歳 4自主-，阜加として l岨接純。
6月20日

小学校 3年生、 中学 l年生のときに
広 報

追加l
50.4. 1 -
51. 3.31 

追加として l国l篠H

ト一一一一

11朗
二柑ilt~Ì" 

l 三未按組柑混合者
生後24か月~

(f111 

56年 4月 広i 報 |
72か JJ

2 雄百t日tぜ者き

偽 風 lIJ胡(90か月)、| 

員長 l 対象年同昨t倒的)r)~ は‘ J寄付 てきる lrJ:I:S年附てす

2 I保しんは、「広報うえたJてお知りせしますが、，fi同委"tした|災保機|則て受けてくたさい

④
悼
世
間
当
日
は
熱
を
は
か

つ
て
問
診
票

に
記
入
し
ま
す
の
で
、
健
康
子
帳
は

忘
れ
ず
に
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い

⑤
三
日
開
混
A
H

(

刊
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
向
風
)
予
防
接
種
で
は
:
;
:

百
日
ぜ
き
に
か
か

っ
た
り
、
四
歳
を

す
ぎ
た
り
、
三
純
混
合
予
防
接
間
二

回
自
の
楼
何
回
ま
で
に
四
歳
に
な
る

チ
供
さ
ん
は
、

二
間
混
合

(ジ

フ
テ

リ
ア
、
岐
向
風
)
で
予
防
接
間
を
し

て
く
だ
さ
い
。

⑥
昭
和
五
十
一
年
九
月
十
四
日
以
前
に

三
種
混
ム
n
予
防
接
椅
を
一
期
と
し
て

二
回
接
種
さ
れ
た
子
供
さ
ん
は
、
二

期
が
な
く
、
三
期

(
小
学
校
六
年
生

の
時
)
は
二
間
混
合
で
嬢
隠
し
て
く

だ
さ
い
。

⑦
市
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
上
回
公
圏
内

市
営
プ

l
ル
西
隣
で
す
。

高
齢
者
健
康
教
室
で

楽
し
い
健
康
づ
く
り
を

じ
よ
う
よ
て
一
ドルに
き
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
年
も
存
地
医
て

「い
い
川
附
将

位
脱
教
山
手
」
を
附
献
し
ま
す

千
日
比
を
動
か
し
、
凶
を
倒
か
せ
、
楽

し
い
笑

い
の
中
か
ら
位
脱
っ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

〈
期
間
〉

J''

日川

f

・6
l

i

A

川
川
市
4

三目、-

〈

場

所
v

令
官
愉
岨
ぽ
」
内
八
五
日
代
飴
町
+
川
会
レ
‘

号 814号~

子
供
を
虫
歯
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

ラ
リ

l
。

内
容
:
・
止
閉
め
検
一
珍
と
相
談
。
尚
み
が

き
指
導
。
食
事
と
お
や
つ
の
コ

ー
ナ

〈
対
象
者
〉

六
十
歳
以
上
の
人

(
ご
家
肢
の
万
も

お
れ
特
に
お
で
か
け
く
だ
さ

い
)

〈
内
容
〉

①
血
圧
測
定
、
尿
の
検
査
(
夕
、
/
ハ

ク
、
糖
)

②
適
正
で
楽
し
い
食
生
前

③
健
康
づ
く
り
辺
動

〈
そ
の
他
〉

こ
の
出
齢
者
健
康
教
宅
は
、
各
家
厄

へ
回
覧
で
通
知
す
る
ほ
か
、

「
広
報

う
え
だ
」
で
も
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
一

健
康
づ
く
り
推
進
大
会

今
年
は
九
月
に

上
田
市
で
昨
年

一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
万
は
じ
行
じ
人
で
し
た
そ
の
う

ち
、
約
六
訓
の
ん
が
成
人
病
て
亡
く
な

勺
て
い
ま
す

u

成
人
病
は
、
毎
日

の
色
活
の
村
み
市
一

ね
に
よ
っ
て
起
る
世
間
病
だ
と
も
J
わ

れ
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
円
分
の
位
山
は
内
分
の
努

力
て
っ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
こ
と

か
非
常
に
大
切

に
な
っ
て

5
ま
「

一
正

し
い
知
泌
を
身
に
つ
け
、
正
し
い
弘
前

内
引
を
い
杭
け
る
た
灼
に
、
ど
う
ぞ
位
以

つ
く
り
推
進
大
会
に
お
で
か
け
く
ど
き

こ
の
ト
ヘ
会
は
、
九
月
中
旬
に
阿
佐
ふ

F
屯
し
て
い
ま
1
か、

d

L

d
、

L

納

概

，

え

れ

帯

、

L
h刈
り

#
f
:
z

z a与30分
ぷ tJZZ [J 

lZJl Flll 

H 
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子
供
を
虫
歯
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

侃
年
臥
附
児
の
虫
的
内
明
加
か
村
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
乳
幼
児
の
虫
備
予
防
を
は

じ
め
、
子
供
た
ち
の
簡
を
虫
歯
に
さ
せ

な
い
た
め
、
保
健
予
防
諜
に
歯
科
衛
生

士
を
置
き
「
虫
柄
対
策
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
年
は
、
次
の
事
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
桁
極
的
な
参
加

と
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

V

「
歯
を
守
る
」
組
織
の
育
成

こ
の
組
織
は
、
各
自
治
会
の
保
健
補

導
員
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら

虫
歯
予
防
に
関
心
を
お
持
ち
の
お

母
さ
ん
方
と
勉
強
会
を
聞
く
な
ど
し
て
、

虫
前
予
防
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

虫
愉
予
防
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
お
母
さ
ん
方
は
、
地
区
の
保
健
怖
導

員
さ
ん
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

V
乳
幼
児
、
妊
婦
検
診
時
の
歯
科
相
談

V
保
育
園
、
学
校
巡
回
歯
科
指
導

V
母
親
学
組
な
ど
で
の
指
導

えつ一 (3)ー一一一一昭和55年 5月 1日‘ 広報

子
供
の
歯
の

健
康
相
談
に
集
ま
ろ
う

と

き

・:
六
月
七
日

ω、
午
後
一
時
か

ら
同
五
時
ま
で
。
六
月
八
日
側
、
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ
:
・
上
回
西
武
三
階
、

市
民
ギ

ヤ

ツベル 7リ

BCG 

ラ
リ
ー

内

容

・
:
儲
の
検
診
と
相
談
。
歯
み
が

き
指
得
。
食
事
と
お
や
つ
の
コ
ー
ナ

ー

f
供
の
成
た
と
向
の
刊
学
民
心

健
康
相
談
に

お
出
掛
け
く
だ
さ

い

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
を
守

る
た
め
に
、
下
表
に
よ
り
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
成
人
に
い
た
る

ま
で
の
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
粍
に
最
寄
リ

の
会
場
へ
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

A

、d

、

rh 

塩田母親学級

次
の
相
談
日
が
楽
し
み
と
好
評
の
健
康
相
談

lコース 5回で年 3コース実施

毎回、午後 1時30分か ら4時まで

き〉くと

六
月
か
ら
卜
一
月
ま
て

〈場

所
〉

各
地
区
の
公
民
館
な
ど
。

塩田母子健康センター

第 1回 妊娠から出産主で

第 2回 妊娠休操と泳れの実際

第 3回 丈夫な l京lを作るために

第 4回 産後の生活と家族計画

祭¥5回 来庁生児と育児について

母子他康手帳、筆記川!~ 

くところ〉

く内容〉

〈持ち物〉

こ
の
し
人
会
は
、
九
月
中
い
，
に
間
的
ヰ

予
定
し
て
い
ま
す
か
、

t
叶
し
く
は
、
広

報
う
え
た
」
て
お
知
ら
件
、
し
ま
す
a

塩田妊婦健康診査

き〉

毎月第三金眼目 午後 11I与30分-211寺30分

5月16日 6月20日 7月18U 8月22日

9月19日 io月17日 II月21[1 12月]9日

56年 1月16日 2月20日 3月20日

〈ところ> !民田母イイ~J.袋セ ンター

〈健 診 内容〉

問 診、 !ぷ検作、体'11;iHIJi主、凶lIi:ifliJA、1t凪険丘、

血液検伐 (怖長)、助産~ tz-of}の，i!-;IiIJ、|ヤ， ~IIJ 川竹号、

生活・栄 1!tの本I I J炎、ぱ{科の本1I ~;k

くと

地区名 相談日 時 間 場 所

市役所 f百ー 日 勤務時間中 市役所内保健相談室

殿 城 毎月第j月眼目 午前 9: 30-11・30 丘Mョ2ι1 殿L 支 F片

~ヨt 里 毎週 水 船 日 11 環境改普センター

神 科 毎週月眼目 11 上野が丘公民館

塩 問 11 11 塩田公民館

塩 尻 毎月第;火曜日 11 塩尻公民館

秋 平日 毎月第j火曜日 11 秋和公 会堂

JII 辺 毎 週 火 眼 目 IJ 川辺町会館

泉 回 毎月第 1 火 ß~l 日 11 吉 田公民館

毎月第 l金曜日 11 みすす台北第l集会所

神 )11 
毎月第 1月雌日

大屋公会堂

" 2 IJ 
下 fJ木公民館

午後 1: 30-3 : 30 
国分公民館

IJ 3 11 

IJ 4 " 岩下公民館

城 下
毎月第;月曜日

午前 9: 30-11 : 30 
城南解枚会館

毎月第 2火砲日 城下位協 2 階

JII 西 毎月第;月眼目 11 川西村会福祉センター
市 内 毎月第j金曜日 11 -t人悩祉センター
西 !i国 毎月第 2月附日 午後 1: 30-3 : 30 束前山同和地区集会所
~ IJ 所 毎月第 3月略日

" 別所 公民館

"*塩回 毎月第 1月曜日|
" 東塩国老人集会所

下 争直 :;;月第l月曜日 午前 9: 30-11 : 30 下 組公民館

緑が丘西毎月第;火時日|
" 総ヵ、 ti:.凶向キ日!長会所

健康相談日程表

i主) 当日が祝日の埼合は、中止となります。
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健康診査〉乳幼児

/'"〆

-、h

えつ

3歳児

.... ~ 814号 (器官{年協23)一一一広報

• @I年度

(受付時間〉

午後 l時30分 -2時30分

(診査の内容〉
①医師の健康診茶②体重・身U:ifllj定③離乳食笑宵 (4か

月児)④商科相談(9か月児)⑤歯科医師の検作(IJ:&6 

か月 児、 3歳児)⑤育児相談⑦尿検査 (3歳 児)

(おねがし、〉

. ，:): {-健康手11坂をお持ちくださし、。

・おひるねを早くすませてお述れください。

・お付さんの他 にあかちゃんのお世話をされている )jも

でき るだけ一緒におでかけください。

. ~ ~イ干の悪いあかちゃんは、他にも機会があ り ますので

ごj主主各くださ L、。

・会場では食べものをあげないようにしましょ う。

に
一
日
平
均
二
十
本
吸
う
と
、
一
年
間

に
約
七
千
三
百
本
、
十
年
間
で
約
七
万

一
一
、
、
」

中
に
含
ま
れ
て
い
る

ニ
コ
チ
ン
の
量
は
、

一
i
三
ミ
リ
ク
ラ
ム
、
煙
を
深
〈
吸
い

智伊

{新市一嵐尻、 川辺、泉田、 神川、神科、担殿
1旧ITi".東部、南部、 中央、 北部、西部、城下乳幼児 .3歳児健康診査日程表

52年
1 -6月生

7日

53年 ~~tj'j: I 5_1年
11" '1 7 -12J1 '1:. 

j~\t 

29日

111 

川商社会計，j祉センター

15日

区

昨:月生

西

1 i次6かfJ

1也

13日

8日

11日

~~ 

7日

30日

12日

:fL 

29日

21日

52年 9月生
10 

円
円

勺

r
O
6

年
内
/
M

F
h
d
 

3 

'E
 

日
川

F
b
p口

年内〆“F
D
 

13日

f-r¥t 

塩田母 f健康センター

区

53年12月生

54年 1月生

1 r.li: 6か月

巾』ー

13日

出
ド
口
皿

ー

55年 3月生

54年 10月'E.

リL

17日

:fL 

由主

|日

市

区

タ

由
UI
 
ン

国

セ

上

康健
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に
-
日
平
均
二
十
本
吸
、ヲ
と
、
一

年
間

に
約
七
千
三
百
本
、
十
年
間
で
約
七
万

三
千
本
、
こ
の
段
階
で
、
肺
ガ
ン
で
死

ぬ
危
険
性
は
、
吸
わ
な

い
人
に
比

へ
約

二
倍
に
な
る
そ
う
で
す
。

心
臓
血
管
系
に
対
し
て
は
、
血
圧
を

上
げ
、
脈
拍
を
早
め
、
心
臓
を
養
う
動

脈
に
悪
影
響
を
与
、
え
ま
す
。

ま
た
、
消
化
器
系
に
対
し
て
は
、
胃

の
運
動
を
弱
め
、
胃
液
の
分
泌
を
減
少

さ
せ
ま
す
。

中
に
含
ま
れ
て
い
る

ニ
コ
チ
ン
の
量
は
、

一
l
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
煙
を
深
〈
吸
い

込
め
ば
、
ニ
コ
チ
ン
の
九

O
%が
吸
収

さ
れ
ま
す
カ
山
か
す
だ
け
で
も
、
半

分
ぐ
ら
い
は
吸
収
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

続
け
て
吸
っ
て
い
る
う
ち
に
、
め
ま
い

や
頭
痛
も
慣
れ
て
平
気
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
の
半
面
、
肺
や
心
臓
、
血
管
な
ど

へ
の
負
担
は
、
確
実
に
進
行
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
こ
に
ニ
コ
チ
ン
の
魔
力
が

あ
り
ま
す
。
た
ば
こ
は
習
慣
性
が
あ
る

の
で
量
も
だ
ん
だ
ん
ふ
え
ま
す
が
、
一

本
吸
う
と
、
寿
命
が
十
四
分
三
十
秒
縮

ま
る
と
い
う
計
算
例
も
あ
っ
た
そ
う
で

す。

ニ
コ
チ
ン
の
魔
力

初
め
て
た
ば
こ
を
吸
っ
た
と
き
、
め

ま
い
を
覚
、え
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

普
通
、
一
本
の
紙
巻
き
た
ば
こ
の
煙

えつ一ー(7)一一一一昭和55年 5月 1日 広報

〈国保年金課国民年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

@ 

障害年金などの現況届を忘れずに

| 提出期限は 5月末日 | 
5月は、国民年金の障害年金、母子年金、準母子年金、

遺児年金、寡婦年金を受けている人が、「現況届」を提出

する時期です。

この「現況届」は、あなたや家族の状況などに変化が

ないかを確認し、引き続き年金が受けられるかどうか調

べる大切な手続きです。

もし、提出しなかったり、遅れたりすると、年金の支

給が止まったり、遅れたりすることがありますから、必

ず 5月末日までに、間違いなくご記入のうえ、市役所へ

ご返送ください

なお、「現況届」の用紙は市役所からお送りします。

くらしを守るあなたの国民年金

+Hハ
糾
ほ
シ
」
れ
ん
、
同
u
m
-
』

最
近
、
た
ば
こ
を
吸
う
女
性
、
そ
れ

も
若
い
女
性
の
喫
煙
が
増
え
て
き
ま
し

た
が
、

た
ば
こ
が
女
性
に
与
え
る
影
響

も
多
く
あ
り
ま
す
。

①
美
容
面
・
:
ニ
コ
チ
ン
は
血
管
を
収
縮

さ
せ
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
皮
膚
の
栄

養
を
阻
害
し
ま
す
。
こ
の
結
果
、
皮
膚

の
ツ
ヤ
が
悪
く
な
り
、
老
廃
物
や
二
酸

化
炭
素
の
除
去
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

よ
く
、
や
せ
る
た
め
に
た
ば
こ
を
吸

う
と
い
う
女
性
が
い
ま
す
が
、
や
せ
ら

れ
て
も
マ
ブ
タ
の
下
な
ど
も
や
せ
て
し

ま
う
の
で
小
じ
わ
が
目
立
ち
、
不
健
康

な
美
し
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
妊
娠
中
・
:
こ
の
時
期
に
た
ば
こ
を
吸

う
と
、
食
欲
が
減
る
の
で
母
体
に
も
胎

児
に
も
栄
養
上
悪
い
し
、
ま
た
胎
児
に

届
く
べ
き
酸
素
の
量
が
減
っ
て
発
育
が

妨
げ
ら
れ
る
の
で
、
未
熟
児
が
生
ま
れ

た
り
早
産
が
多
く
な
る
よ
う
で
す
。

(振
興
財
団

「
健
康
づ
く
り
」
資
料
に

よ
る
)

城
下
地
区
の
皆
さ
ん

健
康
相
談
所
を

聞
き
ま
す

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
0

城
下
地
区
の
皆
き
ん
の
ご
要
望
に
お

応
え
し
て
、
市
で
は
、
保
健
婦
に
よ
る

健
康
相
談
を
、
五
月
か
ら
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

H

毎
月
第
二
火
曜
日
、
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
同
十
一
時
三
十
分
。

と
ニ
ろ
日
城
下
農
協
二
階
。

内

容

H
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
そ
の
他

の
一
般
健
康
相
談
。
血
圧
測
定
。

赤
十
字
事
業
に

ご
理
解
ご
協
力
を
ノ
・

〈

5
月
は
赤
+
字
運
動
月
間
〉

日
赤
上
田
市
地
区

(
市
役
所
社
会
課
社
会
係
)

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線
3
7
8

市
民
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
赤
十
字
事

業
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

赤
十
字
事
業
は
、
国
際
的
な
救
援
活

動
と
国
内
に
お
い
て
は
、
血
液
事
業
、

災
害
救
援
活
動
お
よ
び
家
庭
看
護
法
講

習
な
ど
、
日
常
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

直
接
つ
が
な
っ
て
い
る
活
動
も
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
経
費
は
、
皆
さ
ん

に
日
本
赤
十
字
社
の
社
員
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
社
員
の
納
め
る
社
費
と
、

一
般
賛
助
費
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

自
治
会
の
役
員
さ
ん
、
赤
十
字
奉
仕

団
員
が
、
あ
な
た
の
お
宅
を
お
訪
ね
し

た
際
に
は
、
是
非
と
も
こ
の
意
義
あ
る

事
業
に
ご
理
解
、
ご
協
力
く
か
き
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
に

家
族
全
員
で

加
入
し
よ
う
ノ
.

市
民
課
庶
務
係
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
7
3
・
有
線
②
0
7
0
1

市
で
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

わ
ず
か
な
掛
金
で
見
舞
金
が
受
け
ら
れ

る
交
通
災
害
共
済
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

い
ま
、
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
交

通
災
害
共
済
は
、
五
月
三
十
一
日
で
期

聞
が
満
了
に
な
り
ま
す
。
五
月
は
じ
め

に
、
自
治
会
の
役
員
さ
ん
や
学
校
、
保

育
園
、
幼
稚
園
な
ど
を
と
お
し
て
入
会

受
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
現
在
、
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ま

だ
加
入
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
こ
の

機
会
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し

ょ、つ。
〈

会

費
v

一
般
:
・
一
人
年
額
三
百
円

団
体
・
:
一
人
年
額
二
百
円
(
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
)

未
婚
の
農
業
後
継
者

の
皆
さ
ん

よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
の

仲
介
を
し
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局
宮
⑫
4
1
0
0

内
線
-3
3
7
・
有
線
②
0
7
6
1

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
総
合
コ

ン
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サ
ル
タ
ン
卜
が
た
の
一
環
と
し
て
、
ト
ボ

婚
の
民
業
後
継
者
に
花
路
、
花
耐
の
仲

介
を
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

そ
こ
で
第
一
段
階
と
し
て
、
適
齢
者

の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
近
隣
の
町
村
と

述
絡
を
取
り
な
が
ら
交
流
や
仲
介
を
し

て
い
く
計
州
で
す

の
で
、
該
当
さ
れ
る

押
さ
ん
は
、
ど
し
ど
し
巾
し
込
ん
で
く

た
長
、
ぃ

。

申
し
込
み
は
、

n
似
寄
り
の
州民
業
委
員

さ
ん
が
民
業
委
日
以
会
下
務
局
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
船
術
な
と
は
絶
対
に
般
守
し

ま
す
。

え

「
新
上
回
自
由
大
学
」
の

つ

五
十
五
年
度

受
講
生
を
募
集

/第814号 (約ZZZA23)一一一広報

市
立
図
書
館

宮
⑫
0
8
8
0
・
有
線
②

0
8
9
2

「新
上
回
自
由
大
学
」
は
、
古
代
、

中
世
、
近
世
、
民
併
と
回
を
重
ね
、
本

年
は
「
近
世
信
濃
の
文
学
|
俳
か
い
を

中
心
と
し
て

l
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
六

期
と
し
て
開
講
し
ま
す
。

募
集
要
領
、
日
程
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
募
集
期
間
〉

有
月
十
五
日
ま
で

〈
募
集
人
員
v

行
名
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

L
'
s
b
1
3
 

〈
受
講
料
〉

五
百
円
(
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
)

〈
講
師
〉

矢
羽
勝
幸
さ
ん
(
上
田
高
校
教
諭

1

新
潟
県
史
編
さ
ん
委
員
、
一
茶
全
集

編
さ
ん
委
員
)

〈
会
場
〉

市
立
図
書
館

〈
申
込
み
方
法
〉

電
話
、
ハ
ガ
キ
、
直
接
い
ず
れ
で
も

結
構
で
す
。

新上田自由大学講義日程表

月 日 講義内谷

5月31日仕) 近世文学総論 ・俳かい史1 (連歌)

6月21日仕) 俳かい史II (初期俳かい一天明)

7月12日仕) " II1 (天明~明治旧派)

7月26日仕) 白 雄~ 1 (f云百己)
8月 9H仕) " II (作品鑑賞)
9月 6日l臼ー) 事妻 太 (人と作品 )

9月27日(_t) 一茶 1 (伝記)
10月11日仕) " II (作品鑑賞)

11月 8日仁1::) 狂献 ・和歌

11月22日仕) 江戸期の文学碑より みたる上小の文学

主
婦
の
パ

l
ト
と
税
金

上
国
税
務
署

岱
⑫
1
2
3
4

最
近
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
主
婦

げか
G
7
/、
れ
沿
っ
イ
L

け
土
砂
十
U
F
O

そ
こ
で
、
パ

l
卜
収
入

(
給
与
)
と

税
金
の
関
係
で
す
が
、
一
年
間
の
収
入

が
パ

l
ト
だ
け
の
場
合
に
は
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
パ

l
ト
の
税
金
と
内
職
の
税

金
は
違
い
ま
す
の
で
、
こ
注
意
く
だ
さ

※時間はいずれも午後 1I侍30分か ら同 311寺30分

ワ?万円超

〈
融
資
額
〉

木
造
住
宅
(
八
十
平
方
メ
ー
ト

ル
以

上
)
の
場
合
四
百
十
万
円
か
ら
四
百
三

十
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事
を
行
う
場

合
十
万
円
か
ら
三
十
万
円
、
六
十
五
歳

以
上
の
老
人
な
ど
が
同
居
す
る
場
合
五

十
万
円
か
ら
百
五
十
万
円
の
割
増
し
制

度
が
あ
り
ま
す
。

〈
利
率
〉

年
五
・
五
%

〈
返
済
期
間
v

木
造
の
場
合
二
十
五
年
以
内
。

〈
申
込
先
v

公
庫
業
務
取
り
扱
い
金
融
機
関
。

お
年
寄

福富ユ
祉賞、

用言
電秀
話語

上
回
電
報
電
話
局
第
一
営
業
課

宮
⑫
4
0
0
0
(無
料
)

お
年
寄
り
ゃ
体
の
ご
不
自
由
な
方
に

便
利
に
電
話
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
用
電
話
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
回
か
ら
六
回
に
分
け
て
、
い

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

『

唱

i

-

-

一
・
初
一
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
め
い
り
ょ
う

難
聴
な
ど
の
た
め
、
電
話
に
ご
不
自

由
な
さ

っ
て
い
る
方
に
便
利
に
お
使
い

い
た
だ
け
る
電
話
で
、
普
通
の
屯
話
機

の
十
八
倍
ま
で
音
量
を
調
節
で
き
ま
す
。

工
事
費

l
二
千
円
。

使
用
料

1
月
額
百
七
十
円
。

巨I面
白

霊屋
根場
フ

ア

を
開
催

五
月
十
一
日
、
日
曜
広
場
で
将
棋
フ

ェ
ア
が
聞
か
れ
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、

三
人
の
プ

ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
も
あ
り

ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〈
催
し
物
〉

小
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
。

日
曜
広

場
名
人
戦
。
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対

局
。
詰
将
棋
(
正
解
者
の
中
か

λ
抽
選

に
よ
り
貨
を
さ
し
あ
げ
ま
す
)
。
次
の

一
手
指
導
対

局
。

〈
指
導
プ
ロ
棋
士
〉

花
村
九
段
。
関
口
五
段
。
武
者
野
四

段
。

寸一
国
民
年
金
積
立
金

一

還

元

融

資

で

一
保
育
園
な
ど
が
充
実

一

市

が
、
国
民
年
金
積
立
金
還
元
融

一
資
を
受
け
て
行
っ
た
事
業
は
、
次
の

一
と
お
り
で
す
。

一

塩
田
中
学
校
校
庭
夜
間
照
明
施
設

一
設
置
事
業
。
母
子
寮
建
設
事
業
。
域

一
下
保
育
園
建
設
事
業
。
し
い
の
み
圏

一
建
設
事
業
。
児
童
館
建
設
事
業
。
消

-
防
用
地
設
整
備
事
業
(
上
田
市
外
八

九
中
町
村
病
完
組
合
)

かがらまい

がウ、う-J:い

楽
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

藩
主
は
華
族
と
し
て
優
遇
さ
れ
ま
し

た
。
武
士
は
士
族
と
し
て
国
世
の
三

O

パート収入と所得税

noートの年ijxl夫の所得川|八九トは入仁
!配備番街際ml 所得税9"

i"iうれる

受17うれきい

受けられまい

70万円以下

ワ0万同起
ワヲ巧同以下

住
宅
金
融
公
庫

個
人
住
宅
建
設
資
金

の
申
し
込
み
受
付
け

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対
し
て
、

例
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
付

け
を
、
次
の
要
領
に
よ
り
行

っ
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
き
い
。

〈
受
付
け
期
間
〉

丘
月
二
|
円
附
ま
で
。

〈
選
定
方
法
v

先
着
順
に
よ
り
笹
川
油
選
で
選
定
。

か
ら
奪
い
、
さ
ら
に
部
活
の
人
だ
ち
の

仕
事
と
さ
れ
て
い
た
革
を
な
め
し
て
作

る
皮
革
め
仕
事
や
履
物
な
ど
の
仕
事
は

リ
ま
す
。
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
千
代

に
な
り
ま
し
た
。
伺
の
職
業
に
つ
く
こ

と
も
自
由
だ
と
い

っ
て
も
本
当
に
そ
う

ま
た
、
学
校
に
'
引
く
に
も
段
染
料
や

学
貨
が
か
か
リ
、
な
か
に
は
入
学
さ
せ

て
く
れ
な
い
、
あ
る
い
は
代
し
く
て
ぺ
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政
近
、

パ
l
ト
タ
イ

'
三
、
刷

、
主
婦

が
多
ー
な
っ
て
J

ま
す
a

〈
選
定
方
法
V

先
着
順
に
よ
り
笹
川抽
選
で
選
定
。

生
活
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

察

や
刑
務
所

の
仕
事
を
部
落
の
人
た
ち

楽
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

か

ら

奪

い

、

さ

ら

に
部
落
の
人
た
ち
の

議
主
は
撃
は
吠
と
し
て
優
遇
さ
れ
ま
し

仕
事
と
さ
れ
て
い
た
革
を
な
め
し
て
作

た
ロ
武
卜a

は
士
阪
と
し
て
同
代
の
三

O

る
皮
般
の
仕
事
や
履
物
な
ど
の
仕
事
は

0
0

に
11
る
位

、，
年
公
:
t
J
f
ら
ハ
た
り
、
勺
れ
て
も
で
き
る
よ
ー
に
な
り
ま
し
た
一

後
に
は
山
代
の
四
年
分
に
も
当
る
公
仙

ま
た
、

住
ん
て

い
た
宅
地
は
政
府
に

を
与
、手
句
れ
、
し
か
も
当
時
の
地
方

官

返

し
、
与
え
・
句
れ
て
い
た
が恥
椛
の
米
も

吏
や
件
察
官
、
あ
る

い
は
学
校
の
先

生

も

ら、
え
ず
、
収
入

の
道
は
絶
た
れ
、
か

と
し
て
勤
め
場
所
を
与
、え
ら
れ
ま
し
た
。

え
っ
て
税
金
を
収
め
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
農
民
に
は
耕
作
し
て
い
た
土
地

そ
の
う
、
ぇ
教
育
や
兵
役
の
義
務
が
か
ぶ

の
所
有
権

(
地
券
)
が
与
、手

句

れ

ま

し

さ

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
部
落

た
。

は
皐
し
い

」
と
い
う
考
、
ぇ
方
の
上
に
新

と
こ
ろ
が、

一
番

し

た

の

役

人

と

し

し

い

差
別

「貧
困
」
と
い
う
問
題
が
加

て
働
か
さ
れ
た
部
孫
の
人

に

は

、

何

等

わ

っ
て
、
年
を
経
る
に
従

っ
て
大
き
く

の
保
障
も
な
く
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
長
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

更
と
し
て
の
お
も
な
仕
事
で
あ

っ
た

瞥

こ

の

解

放

令

も

本

当

の

解

放

に

は

役

1
」「
l
h
l
J
I
L
-
-
H
l
i
h
l
i
p
-」
l
J
I
L
-
-
J
I
L
-
-
F
l」
1
I
H
-
-『
l
J
I
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I
d
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1
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l
l
h
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「
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定期監査の結果公表

理解のために
---τア

吊:平

小池

松野

上田市監1t委n
|司

」2盟主亘主.
定期監査の結果について(報管)

地方自治法199条第3項の規定に法づ き笑施した昭和54

年度第 3固定期監査の結果を、次のとおり報告します。

を
罰
則
筒
て
き
ま
寸
，

一
防
用
施
設
整
備
事
業

(上
田
市
外
八

{
か
町
村
病
覧
組
合
)

工
事
費

1
二
千
円

使
用
料

1
月
額
百
七
十
円
。

立
っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う

こ

t
に

な

来

ま

せ
ん
で
し
た

.
0

リ
ま
す
。
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
平
氏

ま

た

、

学

校

に

行

く
に
も
採
菜
料
ゃ

に
な
り
ま
し
た
。
伺
の
職
業
に

つ
く

こ

学
賞
が
か
か
リ、

な
か
に
は
入
学
さ
せ

と
も
自
由
だ
と
い

っ
て
も
本
当
に

そ

う

て

く

れ
る

い
、
あ
る

い
は
貧
し
く
て
牛

な
っ
七
め
で
し
ょ
う
か
。

活
に
追
わ
れ
、
苧
校
に
も
山山
せ
な
い

、

江
戸
時
代
、
治
安
維
持
の
大
事
な
仕

学
代
も
る

い
、
こ
ん
な
状
態
で
内
由
に

事
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
農
民
の
と

収

入

の

多

い

職

業

に

つ
く
こ
と
が

で
き

り
し
ま
り
の
反
発
や
そ
の
他
の

身

分

的

な

か

っ
た
の
で
す
。

つ
ま
リ
部
議
の
人

な
こ
と
か
ら
差
別
さ
れ
、
土
地
を
借
り
た
ち
に
そ
れ
だ
け
の
力
が
な
か

っ
た
の

る
に
も
貸
し
て
く
れ
な
い
、
そ

ζ
で

借

で

は

な

く

、

差

別
め
た
め
職
業
に
つ
く

り
れ
は
高
い

小
作
料
で
か
ま
ん
し
な
け
こ
と
が
い
つ
も
お
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま

れ
ば
な
ら
な
い
結
果
に
な
り
、
大
部
分
し
た
。

の
人
た
ち
は
農
家
の

日
雇
い
、
手
内
職
、
こ
の
生
活
が
不
安
定
で
貧
し
い
こ
と

土
工
、
運
送
人
夫
、
雑
業
を
や
る
よ
り
が
、
部
務
に
対
す
る
差
別
と
偏
見
を
い

仕
事
が
な
く
、
収
入
も
乏
し
く
、
部
孫
ま
で
も
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
呼
ば
れ
る
屑
住
地
を

移

す

こ

と

も

出

つ

つ

く

「
l
「
l

「
L
1
l
H
I
L
-
-
J
I
L
-
-
d
l
l「
|
J「
I
』

l
」
「
l

」

1

J
「
L
1
l
H
l
H
l
d
I
L
-
-
J
I
L
-
-
M
l
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戸
い-一=ロ

砂監査の期間

昭和54年12月15日から昭和田年 3月22日まで o

'監査の範囲

昭和53年度における財務に関する事務、契約の状況、

公有財産及び物品の管理などについて 。

砂監査の対象

秘書課

応急工事課

総務部 庶務課、市民税課、資産税課、収税課

企画財政部企画課、財政課

民生部 市民課、生活交通課、公害課

商工部市民会館

消防部総務課、防災課、笹防課

福祉事 務所母子健康センター

豊殿支 所

塩 田支所

川西支所

会計課

惨監査の結果

各所管における財務に関する事務は、おおむね適正に

処理されているものと認めた。

なお、それぞれの監査か所における指摘事項について

は、そのつど留意または改善を促した。

おもな指摘事項については、別記のとお リである 。

今後とも行i改め多様化に伴い、ますます増大する事務

処理にあた っては、常に能率化 に意を用い効率的執行

に配慮されるよう望むものである 。

(別記)

1備品台帳の整理について

購入時点での記帳は確実に処理されていたが、その後

の移動、廃棄などによる事務処理に創意と工夫が必要

と考えられます。

これは記帳様式にも関連すると 思 われるので、検討さ

れたい。

2.電算との委託契約について

市税などの計算事務は電算に業務委託しているがこ

の委託金額はかなり高額になっているので、契約にあ

たっては、単価、見柏などに十分検討のうえ締結されたい。
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繊
維
製
品
に
は
、
そ
の
純
類
ご
と
に

い
ろ
い
ろ
特
性
の
違
い

が
あ
り
、
洗
だ

く
す
る
と
き
な
ど
取
り
扱
い
方
を
間
違

え
る
と
、
縮
ん
で
し
ま

っ
た
り
、
変
色

し
て
し
ま
い

、
者
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

繊
維
製
品
に
は
、
家
庭
用
品
品
質
表

示
法
に
よ
り
、
繊
維
の
組
成
、
収
縮
性
、

難
燃
性
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
衣
料
品
や
毛
布
、
敷
布
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
日
常
よ
く
使
う
も
の
に

つ
い
て
は
、
洗
い
方
や
干
し
方
な
ど
取

り
扱
い
方
法
が
絵
で
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
絵
表
示
」
の
意
味
を
知

て

て
い
れ
ば
、
洗
た
く
や
ア
イ

ロ
ン
の
か

け
方
な
ど
が
一
目
で
わ
か
っ
て
便
利
で

す
。絵

表
示
に
は
、
①
洗
い
方
②
塩
素
漂

白
の
可
否
③
ア
イ
ロ
ン
の
掛
け
方
④
ド

ラ
イ
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
⑤
絞
り
方
⑥
干
し

方
の
六
種
類
が
あ
り
、
製
品
の
特
性
に

応
じ
て
、
こ
の
六
種
類
の
絵
を
組
み
合

わ
せ
て
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

②
か
ら
⑥
ま
で
の
絵
は
、
省
略
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
時
停
表
示
だ
け
で
は
、
わ
か
リ

え，.~ 814号 (貯話崩御)一一一広報う

ら
れ
て
い
ま
す
。

洗
い
方
(
水
洗
い
)

洗
た
く
機
と
洗
面
器
の
絵
の
中
の
数

字
は
、
液
温
の
最
高
限
度
を
示
し
て
お

り
、
こ
の
温
度
以
下
の
洗
た
く
液
で
洗

っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
意
味
で
す
。

「
弱
」
は
洗
た
く
機
の
弱
水
流
、
「
手

洗
い
」
は
手
で
弱
く
洗
う
と
い
う
意
味

で
す
。

ま
た
、
洗
面
器
の
絵
の
上
に
、
赤
で

×
印
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
水
洗
い

が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

塩

素

百
一
木

白

戸

4
7曲
門

7
'7
1
コ
の
巾ー
に
、
「
エ
ン
ゾ

止
"
Jf
f

y

v

tv
-会
官

い

〆
、

i'A'AV
l
u
m
M
ゆ
川陣、

府
極

素
系
漂
白
剤
で
の
漂
白
山
町

て
き
ま
す
が

赤
で
×

印
の
つ

い
て
い
る
も
の
は
、
塩

素
系
漂
白
剤
で
の
漂
白
は
で
き
ま
せ
ん
。

ア
イ
ロ
ン
の

掛

け

方

「
高
」
は
ア
イ
ロ

ン
の
温
度
を
、
せ

っ
氏

一
八

O
度
か
・竺

二

O
度、

「
中
」

は
せ

っ
氏
一
四

O
度
か
ら
一
六

O
度、

「
低
」
は
せ

っ
氏
一
二

O
度
よ
り
低
い

温
度
に
調
節
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
意

味
で
す
。

ま
た
、
ア
イ
ロ
ン
の
下
の
波
状
の
表

示
は
、
ア
イ
ロ
ン
を
掛
け
る
と
き
に
、

あ
て
布
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

意
味
で
す
。

ア
イ

ロ
ン
の
上
に
、
赤
で
×
印
の
あ

る
も
の
は
、
ア
イ
ロ

ン
は
掛
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

わかりやすくなりました

月
の
表
示
は
そ
れ
ぞ
れ

「
O
」
「
Y
」

「
Z
」
と
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
使
っ
て

い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
略
号
の
意
味
を

知
ら
な
い
消
費
者
に
は
分
か
り
に
く
い

面
が
あ
り
ま
し
た
。

食
品
の
製
造
年
月
日
に
無
関
心
な
消

費
者
は
、
ま
ず
い
な
い
と
い

っ
て
い
い

で
し
ょ
う。

そ
れ
だ
け
に
分
か
り
ゃ
す

い
表
示
方
法
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

六
ケ
タ
の
数
字
に
よ
る
新
し
い
表
示

方
法
は
、
製
造
年
、
月
、
日
と
も
に
二

ケ
タ
で
表
示
し
、
四
ケ
タ
の
場
合
と
違

っ
て
略
号
を
使
う
こ
と
も
な
い
の
で
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
も
分
か
り
ゃ
す
く

な
り
ま
す
。

製
造
年
は
西
暦
で
も
元
号
で
も
よ
く
、

西
暦
の
場
合
は
下
二
ケ
タ
を
表
示
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
四
ケ
タ
表
示
は
、
昭
和
五
十

五
年
三
月
以
降
、
徐
々
に
六
ケ
タ
表
示

に
移
行
し
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
側
の
機

械
設
備
の
切
り
替
え
な
ど
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
の
聞
は
、

四
ケ
タ
表
示
と
六
ケ
タ
表
示
が
併
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

かん詰などの

製造年月日

か
ん
詰
な
ど
の
製
造
年
月
日
の
表
示

が
、
こ
れ
ま
で
の
数
字
と
ロ
ー

マ
字
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
「
四
ケ
タ
記
号
」

に
代
わ

っ
て
、

新
し
く
数
字
ば
か
り
の

「
六
ケ
タ
記
号
」方
式
が
採
用
さ
れ
、
徐

々
に
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

従
来
の
四
ケ
タ
表
示
は
、
「
製
造
年
」

が
西
暦
の
下
一
ケ
夕
、
「
月
」
も
一
ケ

夕、

「
日
」
が
二
ケ
タ
で
表
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、

十
月
、
十
一
月
、
十
二



@
か
ら
⑤
ま
で
の
桧
は
、

省
略
さ
れ
る

川
柳
九
い
し
あ
り
ま
す

な
れ
.
絵
素
直
が
た
け
て
は
、
わ
か
リ

‘
場
介
-
v
，
H
.
Z
F
Z
F
C
A
-
F
i

三
角
フ
ラ
ス
コ
の
中
に
、
「
エ
ン
ソ

サ
ラ

y
d
E
書
い
て
あ
る

L
仰
は
、
塩
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‘春本番-一・桜も満開に

上団地方の桜は、4月20日頃力、ら

満開となり 、上回公園ても花見に

訪れる人の列が、夜になっても続

いていました。

(写真は 4月21日夜、上回公園で)
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h
F
4
月
刊
日
新
卒
就
職
者
激
励
会

こ
の
激
励
会
は
上
田
市
民
会
館
で
聞
か
れ
、
上
田
市
、
丸

子
町
、
東
部
町
の
事
業
所
に
今
春
就
職
し
た
新
社
会
人
、

約
八
百
五
十
人
が
参
加
し
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

T4月18日一22日 上小美術展

「ワァーすこ'い」と小さな子供までが見入っていたほど力作ぞ

ろいだった上小美術展は、総合展示館で聞かれました。公圏内

に花見で訪れていた人も立寄るなど、連日にぎわいました。 I
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...4月18日-21日 長野県華道展

50を超える流派の作品が一堂に集まった県華道展が伊勝ヒ

ルで開かれました。

会場は春らしいふん囲気が一杯で、多数の人が訪れま した。
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